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引
き
続
き
、
『
九
州･

山
口

の
近
代
化
産
業
遺
産
群
の

世
界
的
評
価
と
橋
野
高
炉

跡
』
を
テ
ー
マ
に
、
マ
イ
ケ
ル

・
ピ
ア
ソ
ン
博
士
（
九
州
・
山

口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群

世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議

会
専
門
家
委
員
・
歴
史
文

化
遺
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

と
加
藤
康
子
氏
（
同
協
議

会
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
都

市
経
済
研
究
家
）
が
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　
栗
橋
地
区
ま
ち
づ
く
り

会
議
で
も
バ
ス
を
仕
立
て

約
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ピ
ア
ソ
ン
博
士
は
「
日
本

に
た
だ
一
つ
残
さ
れ
た
初

期
の
洋
式
高
炉
、
こ
の
土
地

の
技
術
者
が
風
土
に
合
わ

せ
て
改
良
を
重
ね
成
功
さ

せ
た
」
と
橋
野
高
炉
跡
を
高

く
評
価
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
「
一
番
重
要
な

の
は
、
高
炉
跡
が
再
開
発

　
６
月
　 

日
、
釜
石
市
民
文

化
会
館
で
、
橋
野
高
炉
跡

の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
登
録

推
進
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
始
め
に
「
九
州
・
山
口
の
近

代
化
産
業
遺
産
群
」
世
界

遺
産
登
録
推
進
協
議
会
事

務
局
長
の
長
野
信
弘
氏
が

九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業

遺
産
の
概
要
と
協
議
会
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
説
明
し

世界遺産登録推進事業 ガイド講習会受講者募集

世
界
遺
産
へ
可
能
性
十
分

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
登
録
推
進
講
演
会

「橋野高炉跡を世界遺産へ」の活動により、観光客等の増加が見込まれることから、ガイド案内

役を担う地元の方々に、「もてなし」「接遇」などの講習を行います。

日 時 ： ７月７日 (水 )9:30 ～ 16:30 　　　　場 所 ： 橋野ふれあいセンター

講 師 ： 佐藤まゆみ氏（盛岡ペットワールド専門学校事務局長）

受講申込、お問い合せ : 栗橋地区生活応援センター（５７－２１１１）

さ
れ
ず
、
手
付
か
ず
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
こ
と
。
当
時

の
作
業
工
程
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
た
巻
き
絵
の
存
在

も
重
要
。
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　
加
藤
康
子
氏
は
「
日
本
の

工
業
化
は
ア
ジ
ア
の
奇
跡

と
言
わ
れ
、
世
界
的
評
価

が
高
い
。
橋
野
高
炉
跡
は
、

そ
の
発
祥
の
地
。
残
り
方
も

基
準
を
満
た
し
て
お
り
、

世
界
遺
産
の
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。
」

　
ま
た
、
「
世
界
遺
産
登
録

へ
向
け
、
重
要
性
を
説
明
す

る
た
め
に
乗
り
越
え
る
べ

き
４
つ
の
壁
が
あ
る
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

「
産
業
遺
産
の
壁
」

近
代
化
産
業
遺
産
は
新
し

い
文
化
遺
産
で
海
外
で
確

立
し
た
学
問
。
保
存
方
法
、

範
囲
の
指
定
な
ど
日
本
に

と
っ
て
も
新
し
い
。
ま
た
、

「
シ
リ
ア
ル
の
壁
」

シ
リ
ア
ル
の
仕
組
み
や
選

定
方
法
の
知
識
や
理
解
が

な
い
。
シ
リ
ア
ル
ノ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
厳
し
い
と
い
う
先

入
観
。
「
稼
動
施
設
の
壁
」

稼
動
施
設
は
世
界
遺
産
に

は
な
ら
な
い
と
い
う
先
入

観
。
さ
ら
に
は
、
「
拒
絶
の

壁
」
海
外
の
委
員
の
一
部
の

拒
絶
的
な
意
見
。
「
こ
の
壁

を
乗
り
越
え
る
に
は
「
熱
意

」
し
か
な
い
。
歴
史
的
価
値

の
ほ
か
に
協
議
会
の
活
動
や

地
元
の
熱
意
も
重
要
な
要

素
。
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

講
演
前
に
世
界
遺
産
と
な

る
範
囲
な
ど
を
確
定
す
る

た
め
の
現
地
調
査
を
す
る

ピ
ア
ソ
ン
博
士
（中
）ら

肺がん健診のお知らせ！
　結核検診を受けた方は、肺がん検診を受診できませんので御注意ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ・・・市健康推進課保険予防係（℡２２－０１７９）
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健　康　相　談
※予約制としますので、前日までに申し込みをお願いします。

〇栗林地区　

　　　日時：７月７日 (水 )10 時～ 12 時

　　　場所：栗林地区コミュニティ消防センター

〇橋野地区

　　　日時：７月２３日 (金 )10 時～ 12 時

　　　場所：橋野ふれあいセンター

　

○横内地区

　　　日時：７月１５日（木） 10 時～ 12 時

　　　場所：横内公民館

○早栃地区

　　　日時：７月２８日（水） 10 時～ 12 時

　　　場所：早栃集会所

健　康　教　室
内　容：高血圧予防について

※今回は、みそ汁の塩分測定も行います。

　　希望者は、みそ汁（お玉半分位）を容器に

　　入れて御持参下さい。 (無料です )

お問合せ・・・栗橋応援センター（５７－２１１１）

特定健診が始まります！
◎７月１２日から「特定健康診査」と「後期高齢者医療制度健康診査」が始まります。対象者には、

　　６月下旬に受診券と質問票が送付されております。

※栗橋地区の受付日時
　　

　　○栗林

　　　　７月１４日（水）

　　　　栗橋地区基幹集落センター

　　　　９時から１１時３０分のみ
　　

　　☆指定された会場で受診できない場合は、健診日程を確認の上、都合の良いときに 受診して

　　　　ください。

お問い合わせ

　　　国民健康保険加入者･･･市健康推進課国保年金係（℡２２－２１１１内線２２５）

　　　後期高齢者医療制度加入者･･･市健康推進課医療給付係（℡２２－２１１１内線２２９）

　　　　　　　　　　　　　　　　

お問合せ・申込・・・栗橋応援センター（５７－２１１１）　

　栗橋公民館では、地域を知り、栗橋の自然や歴史に誇りと愛着を持ち、自分が生活している

地区に興味を持っていただくきっかけにしようと、「栗橋探訪」を実施します。

　知らなかった地域の魅力を発見できるかもしれません！ぜひ、お気軽にご参加ください。

　　◎橋野地区の史跡・名勝を訪ねる。　　　

　　　　日　時 : ７月２９日（木）９ :００～１５ :００

　　　　行　程 :健脚コース 沢桧川沿いの史跡・名勝を歩いてたどります。 

                                     （どんぐり広場～奥の院～ヨドマリの滝～どんぐり広場）

　　　　　　　 　　散策コース どんぐり広場周辺を散策。

　　　　　　　　　各コース合流し、青ノ木グリーンパーク～和山（風車群）をバスでたどる。

　　　　講　師 : 栗橋公民館長他　　

　　　 参加申込お問合わせは･･･栗橋地区生活応援センター（℡５７－２１１１）　

　〇橋野

　　　７月２７日（火）

　　　橋野ふれあいセンター

　　　①９時から１１時３０分　②１３時から１５時

　

第１回 栗橋探訪
－参加者募集－


